
◆
編
集
委
員
会
よ
り 

「
あ
お
い
通
信
」
は
、
皆

様
か
ら
の
原
稿
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
係
員
・
飯
島

ま
で 

�

橋
野
鉄
鉱
山
・
高
炉
跡 

那
珂
湊
に
あ
っ
た
水
戸
藩

の
反
射
炉
に
大
砲
用
の
銑
鉄
を

供
給
す
る
た
め
南
部
藩
に
よ
っ

て
建
設
さ
れ
た
。 

 

詩
吟
を
始
め
た
の
は
六
十

才
か
ら
で
す
が
、
私
は
直
ぐ

夢
中
に
な
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
三
十
年
も
続
け
て

参
り
ま
し
た
。
数
え
切
れ
な

い
程
の
沢
山
の
思
い
出
が
有 

り
ま
す
が
、
詩
吟
の
合
吟
コ

ン
ク
ー
ル
で
二
度
優
勝
を
し

ま
し
た
。
準
優
勝
も
一
度
し

ま
し
た
。
他
所
の
会
で
も
優

勝
さ
せ
て
戴
き
ま
し
た
。
私

の
詩
吟
人
生
は
充
実
し
て
お 

り
ま
し
た
。
其
の
中
で
私
は

詩
舞
も
習
い
ま
し
た
。
詩
舞

と
は
詩
吟
に
合
わ
せ
て
舞
う

踊
り
の
事
で
す
。
詩
吟
の
漢

詩
の
中
、
私
が
一
番
好
き
な

詩
は
「
静
御
前
」
で
す
が
、 

的
な
国
産
初
の
蒸
気
船
で
あ

る
「
凌
風
丸
」
を
製
造
し
た
。 

平
成
二
七
年
に
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
と
し
て 

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ

た
。 

 
             

三
重
津
海
軍
所
跡
は
発
掘

調
査
や
文
献
調
査
の
成
果
か

ら
明
ら
か
に
な
っ
た
運
用
方
法

か
ら
「
船
屋
地
区
」
「
稽
古
場 

も
う
十
一
月
。
今

年
も
残
り
少
な
い
。

未
だ
総
括
す
る
に
は

早
す
ぎ
る
が
平
年
と

違
う
こ
と
が
多
い
。 

 
 

 

ま
ず
気
候
や
天
気

が
異
常
。
所
に
よ
り
集
中
豪

雨
が
続
き
、
所
に
よ
り
水
不

足
。
台
風
が
ス
ー
パ
ー
化
し

て
、
世
界
各
地
に
甚
大
な
損

害
を
与
え
た
。 

●
四
月
の
観
測
史
上
初
の
二

回
の
震
度
７
の
地
震
と
六
月

の
一
ヶ
月
近
い
集
中
豪
雨
。

十
月
に
は
阿
蘇
の
中
岳
の
噴

火
も
あ
っ
て
、
今
年
の
熊
本

の
人
々
は
本
当
に
大
変
だ
っ

た
。
●
五
月
、
現
役
米
大
統

領
の
初
め
て
の
広
島
訪
問
。 

●
舛
添
元
東
京
都
知
事
の
不

適
切
な
政
活
費
使
用
の
発
覚

と
、
そ
れ
に
続
く
辞
任
。
●

七
月
、
新
都
知
事
選
で
初
の

女
性
知
事
誕
生
。
●
八
月
に

は
初
の
南
米
大
陸
で
の
リ

オ
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
。

太
陽
を
象
っ
た
聖
火
台
が
印

象
的
だ
っ
た
。
そ
の
閉
会
式

で
、
新
都
知
事
が
、
和
服
の

袂
を
帯
に
挟
ん
で
受
け
取
っ

た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
旗
を
振
っ

た
の
も
初
？
●
豊
洲
の
東
京

新
市
場
の
建
物
地
下
の
コ
ン

ク
リ
ー
ト
の
箱
！
前
代
未
聞

の
大
騒
動
。
●
三
兆
円
と
異

常
に
膨
ら
む
可
能
性
の
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
費
用
。
新

知
事
に
は
早
急
な
解
決
が
迫 

 
葵
友
の
会 広

報
コ

ナ

 

ら
れ
る
問
題
が
山
積
み
だ
。

●
そ
し
て
、
ご
高
齢
の
天
皇

陛
下
が
生
前
退
位
を
ほ
の
め

か
さ
れ
た
。同
じ
世
代
の
我
々

に
は
、
陛
下
の
お
気
持
ち
が

痛
い
ほ
ど
分
る
。
●
九
月
、

ま
た
新
し
い
ゲ
ー
ム
、
ポ
ケ

モ
ン
Ｇ
Ｏ
！
の
登
場
で
、
世

界
中
が
大
騒
ぎ
。
●
十
月
、

都
議
会
が
豹
変
し
、
新
知
事

と
共
闘
姿
勢
。
世
の
中
、
変

わ
る
も
ん
だ
ナ
ー
。
●
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
・
ラ
イ
タ
ー
の

ボ
ブ
・
デ
ィ
ラ
ン
の
書
い
た

詩
が
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受

賞
。
こ
れ
も
こ
の
分
野
で
は

初
。
●
中
国
が
有
人
衛
星
を

打
上
げ
、
成
功
し
た
と
い
う

が
無
事
に
帰
還
し
て
初
め
て
、

成
功
だ
ろ
う
。
●
二
十
一
日

午
後
二
時
七
分
頃
、
鳥
取
中

部
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱 

１
０
月
の
報
告 

１
９
日
（
水
）
麻
雀
大
会
。

「
ベ
イ
ブ
」
に
て
。
２
卓
で
の

開
催
で
し
た
。
優
勝
は
絹
田

治
夫
さ
ん
で
し
た
。 

       

２
１
日
（
金
）
カ
ラ
オ
ケ
、

「
バ
ン
バ
ン
」
に
て
。
８
名
の

参
加
で
し
た
。 

 

１
１
月
の
予
定 

熱
海
の

１
泊
旅
行
。
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 （

事
務
局
長
） 

 

日
本
の
世
界
遺
産
め
ぐ
り  

そ
の
十
九 

明
治
の
産
革
遺
産
⑩ 

（
文
化
遺
産
） 

   
（
文
化
遺
産
） 

  
 

 

雑
記
帳 

詩
吟
「
静
御
前
」 

額
賀
美
保 

     
 

 地
区
」
「
修
覆
場
地
区
」
の

三
地
区
に
分
か
れ
る
こ
と
が

調
査
報
報
告
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
。
「
船
屋
地
区
」
は
、

三
重
津
が
佐
賀
藩
洋
式
艦
隊

運
用
根
拠
地
と
な
る
以
前
か

ら
使
用
さ
れ
て
い
た
藩
の
和

船
運
用
施
設
の
一
つ
で
あ
っ

た
。
蒸
気
船
建
造
計
画
（
安

政
二
年
）
の
際
に
は
こ
の
地

区
に
細
工
場
や
材
木
置
場
等

を
建
設
す
る
予
定
で
あ
っ
た

こ
と
が
当
時
の
絵
図
か
ら
推

定
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
こ

の
計
画
は
こ
の
時
は
実
行
に

移
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
稽
古

場
地
区
」
は
銃
等
を
用
い
た

調
練
施
設
。
「
修
覆
場
地
区
」

は
洋
式
船
の
金
属
部
品
制
作

加
工
を
行
っ
た
「
製
作
場
」

と
ド
ラ
イ
ド
ッ
ク
の
あ
っ
た

「
御
修
覆
場
」
か
ら
構
成
さ
れ

る
。 

第１３８号 平成２８年１１月１日 
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録
さ
れ
た
。
遺
跡
周
辺
は
、

鉄
鉱
石
採
掘
場
と
運
搬
路
、

製
鉄
の
要
の
高
炉
、
水
車
を

利
用
し
た
送
風
装
置
で
あ
る

フ
イ
ゴ
場
な
ど
、
製
鉄
の
工

程
を
復
元
で
き
る
。
ま
た
、

高
炉
操
業
に
欠
か
せ
な
い
木

炭
は
、
周
辺
地
域
の
森
林
か

ら
製
造
さ
れ
、
高
炉
を
構
成

す
る
石
組
み
も
周
辺
の
花
崗

岩
を
利
用
し
て
お
り
、
こ
の

地
の
恵
み
を
活
用
し
製
鉄
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。 

�

三
重
津
海
軍
所
（
み
え
つ
か
い

ぐ
ん
し
ょ
）
は
佐
賀
県
佐
賀
市
川

副
町
大
字
早
津
江
字
元
海
軍

所
に
所
在
し
、
佐
賀
藩
が
一

八
五
八
年
（
安
政
五
年)

に
設

立
し
た
蒸
気
船
等
の
船
の
修

理
・
造
船
施
設
。
西
洋
船
運

用
の
為
の
教
育
・
訓
練
機
関

も
兼
ね
備
え
て
い
た
。
実
用 

有
る
時
、
練
馬
区
の
踊
り
コ

ン
ク
ー
ル
に
薦
め
ら
れ
て
初

め
て
出
し
て
戴
き
ま
し
た
。

ま
さ
か
賞
に
入
る
な
ん
て
思

っ
て
も
見
ま
せ
ん
で
し
た
の

に
、
三
位
の
銅
メ
ダ
ル
を
戴

き
、
教
え
て
下
さ
っ
た
詩
吟

の
先
生
に
も
大
変
喜
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
唯

一
回
の
経
験
で
し
た
が
、
詩

吟
部
の
友
ら
に
吟
じ
て
貰
い

五
人
で
舞
い
ま
し
た
。
そ
の

中
で
「
静
御
前
」
を
私
が
一

人
で
舞
い
ま
し
た
。 

（
し
ず
や
し
ず
し
ず
の
お
だ
ま

き 

繰
り
返
し 

昔
を
今
に

 

な
す
よ
し
も
が
な
）
で
す
。 

 

（
Ｍ
６
・
６
）
の
地
震
が
発
生
、

多
大
な
被
害
が
出
た
。
こ
の

地
域
は
過
去
の
統
計
上
で
は

想
定
外
の
場
所
と
い
う
が
、

熊
本
に
続
き
日
本
は
地
震
列

島
な
の
で
仕
方
な
い
が
、
同

じ
列
島
住
人
と
し
て
、
被
災

者
の
心
情
に
は
他
人
事
と
は

思
え
ぬ
気
さ
え
し
ま
す
。
日

頃
の
防
災
意
識
を
再
考
し
て

お
き
た
い
も
の
で
す
。 

●
そ
し
て
十
一
月
、
い
よ
い

よ
ア
メ
リ
カ
の
大
統
領
選
挙
。

候
補
は
お
互
い
に
対
抗
馬
を

攻
撃
、
誹
謗
し
合
い
、
一
向

に
政
策
が
見
え
な
か
っ
た
。 

五
月
に
は
英
国
の
国
民
投
票

で
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
が
選
択
さ
れ

た
し
、
世
界
は
ど
う
変
わ
っ

て
い
く
の
だ
ろ
う
。 

 
 

 
 

（
や
ぶ
に
ら
み
） 

  
 

 
 

 
        

世評・時評 

 

 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 
 

岩
手
県
釜
石
市
橋
野
町
に

所
在
す
る
高
炉
跡
現
存
す
る

日
本
最
古
の
洋
式
高
炉
跡
で

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
の

日
本
の
近
代
製
鉄
業
を
支
え
、 

国
の
発
展
に
貢

献
し
た
遺
跡
で

あ
る
。
幕
末
か
ら

明
治
期
に
か
け

て
日
本
の
産
業

化
の
先
駆
け
と

な
っ
た
重
工
業

分
野
（
製
鉄
・
製

鋼
、
造
船
、
石
炭

産
業
）
に
お
け
る

産
業
遺
産
群
「
明

治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産 

製

鉄
・
製
鋼
、造
船
、

石
炭
産
業
」
の
構

成
資
産
と
し
て
、

世
界
遺
産
に
登 

 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

あおい 通信 第 138号 

葵
通
信
―100

号
記
念 

ド
ラ
ゴ
ン 

 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

 

看
護
師
・
千
葉
え
り
子 

夏
バ
テ
な
ら
ぬ
秋
バ
テ
に

注
意 

師
・
千
葉
え
り
子 

三重津海軍所跡（発掘調査時） 



 

 

あ
お
い
俳
壇
・
歌
壇 

名
月
を 

眺
め
て
想
う 

若
き
日
の
事 

相
田
美
代
子 

    

蒲
公
英
会
・
俳
句
③ 

星
祭
り 

縁
な
き
年
に 

な
り
に
け
り 

関 

梅
雨
明
け
や 

喘
ぎ
て
冷
具 

出
す
日
中 

鳥
越 

機
銃
掃
射 

吾
伏
せ
り
け
り 

草
い
き
れ 

相
川 

蝸
牛 

汝
フ
ラ
ン
ス
で
は 

エ
ス
カ
ル
ゴ 

富
寿
郎 

草
引
く
や 

三
時
の
お
や
つ
は 

甘
納
豆 

大
野 

夏
水
仙 

友
よ
り
の
苗 

咲
き
初
め
ぬ 

松
本 

茎
長
き 

ア
バ
カ
ン
サ
ス
や 

梅
雨
の
空 

和
田 

一
滴
の 

白
磁
に
響
く 

新
茶
か
な 

柳
生 

木
耳
や 

想
ひ
出
に
あ
る 

秘
密
基
地 

岸
野 

風
鈴
や 

あ
と
十
年
は 

聴
き
た
い
な 

酒
井 

友
訪
え
ど 

留
守
な
り
庭
の 

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ 

佐
藤 

山
形
の 

友
の
便
り
や 

紅
の
花 

穂
刈 

満
開
の 

四
葩
（
よ
ひ
ら
）
無
残
や 

雨
な
く
て 

金
子 

「
中
国
」 

白
百
合
の 

群
生
香
る 

甲
斐
路
か
な 

河
角 

 

末 

富
夫
（
火
、
木
） 

絵
を
見
る
の
が
好
き
で
、

博
物
館
、
美
術
館
に
よ
く
行

き
ま
し
た
。
や
っ
と
葵
に
慣

れ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

      上
野 

富
士
子
（
月
） 

人
と
の
交
流
と
、
少
し
の

運
動
の
目
的
で
通
所
を
始
め

ま
し
た
。
お
友
達
も
で
き
て

楽
し
く
や
っ
て
い
ま
す
。
コ

ー
ラ
ス
、
お
花
の
教
室
は
今

も
続
け
て
い
ま
す
。 

   

  
 高

瀬 

キ
ヨ
子
（
土
） 

編
み
物
が
好
き
で
、
ず
っ

と
習
っ
て
い
た
の
で
す
。
新

し
い
方
達
と
知
り
合
い
に
な

り
、
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。
手
芸
、
脳
ト
レ
を
頑
張

っ
て
や
っ
て
い
き
ま
す
。 

  

Ｊ
Ｒ
鳴
門
駅
前
か
ら
大
麻

線
バ
ス
で
三
十
分
揺
ら
れ
る

と
、
四
国
霊
場
一
番
札
所
霊

山
寺
に
着
き
ま
す
。
こ
の
お

寺
は
、
天
平
年
間
に
僧
行
基

が
開
山
し
た
と
い
わ
れ
、
そ

の
後
、
弘
法
大
師
が
四
国
八

十
八
ヶ
所
を
つ
く
っ
た
時
、

四
国
第
一
番
の
霊
場
と
し
て

寺
名
を
霊
山
寺（
り
ょ
う
ぜ
ん
じ
）

と
名
付
け
ま
し
た
。
一
年
中

菅
笠
を
か
ぶ
っ
た
お
遍
路
さ

ん
で
賑
わ
い
ま
す
。 

さ
て
、
こ
こ
霊
山
寺
の
裏

手
か
ら
歩
い
て
十
五
分
の
ド

イ
ツ
館
へ
向
か
い
ま
す
。
途

中
に
は
阿
波
一
宮
大
麻
比
古

神
社
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
お

宮
は
県
下
一
格
式
の
あ
る
神

社
で
、
大
麻
比
古
命
と
猿
田

彦
命
が
祀
ら
れ
て
ま
す
。
約 

バ
ル
ト
の
楽
園 松

原
謙
次 

    

手
際
よ
く
目
塗
り
で
き
た
の

は
、
火
消
が
日
ご
ろ
か
ら
そ

う
い
う
活
動
を
し
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
火
事

が
起
こ
っ
た
ら
、
大
店
は
営

業
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
こ

で
、
川
向
こ
う
の
深
川
に
蔵

屋
敷
を
持
っ
た
り
、
材
木
を

備
畜
し
て
お
く
。
店
が
焼
け

て
し
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
人

材
を
集
め
て
七
日
ほ
ど
で
仮

店
舗
を
建
て
て
開
業
し
、
店

を
再
建
し
て
い
る
間
も
営
業

を
続
け
た
。
江
戸
っ
子
は
、

し
た
た
か
で
な
け
れ
ば
生
き

て
い
け
な
い
。
ち
な
み
に
、

江
戸
で
外
食
産
業
が
発
達
し

た
の
は
、
火
事
跡
に
屋
台
が

立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
火
事

が
生
活
文
化
も
生
み
出
し
た

の
だ
。
火
事
で
財
産
を
失
っ 

て
し
ま
う
と
い
う
体
験
は
、

意
外
な
こ
と
に
、
江
戸
っ
子

に
計
画
性
と
組
織
性
を
も
た

ら
し
た
。
防
火
グ
ッ
ズ
や
再

建
に
必
要
な
も
の
を
備
蓄
し

て
お
く
こ
と
、
な
に
よ
り
、

再
建
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る

人
間
関
係
を
大
切
に
す
る
よ

う
に
な
っ
た
。
火
事
や
地
震

は
地
域
の
人
々
の
つ
な
が
り 

     
 
 

 

  

が
あ
っ
て
は
じ
め
て
、
乗
り

越
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。 

宵
越
し
の
金
を
持
た
な
い

の
は
火
事
が
多
い
か
ら
だ
、

と
も
い
わ
れ
る
。
確
か
に
、

計
画
性
が
あ
っ
て
も
結
果
は

ど
う
な
る
か
わ
か
ら
い
。 

（
昭
和
の
名
人
決
定
版
よ
り
一

部
抜
粋
。） ふ

わ
ふ
わ
亭
、
わ
び
助 

  

１
㎞
に
わ
た
る
参
道
に
は
楠

並
木
と
石
灯
籠
が
つ
づ
い
て

い
ま
す
。
大
麻
比
古
神
社
の

鳥
居
の
前
を
過
ぎ
て
少
し
で

ド
イ
ツ
館
で
す
。
こ
こ
は
第

一
次
大
戦
で
俘
虜
と
な
っ
た

ド
イ
ツ
兵
と
、
地
域
の
人
々

と
の
交
流
を
後
世
に
伝
え
る

為
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。 

          

ド
イ
ツ
館
で
は
俘
虜
の
遺
品

や
写
真
、
等
身
大
の
ロ
ボ
ッ

ト
を
通
し
て
、
坂
東
俘
虜
収

容
所
で
の
ド
イ
ツ
兵
達
の
生

活
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

こ
の
ド
イ
ツ
兵
は
第
一
次
大

戦
時
に
中
国
青
島
で
俘
虜
に

な
っ
た
約
五
千
人
の
内
の
、

約
千
人
で
す
。
一
九
一
七
年

（
大
正
六
年
）
四
月
か
ら
、
約

二
年
十
ヶ
月
を
こ
の
地
で
過

ご
し
ま
し
た
。
坂
東
俘
虜
収

容
所
長
の
松
江
豊
寿
氏
の
人

道
的
管
理
方
針
の
下
、
所
内

で
は
音
楽
や
演
劇
、
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
様
々
な
活
動
が
行
わ

れ
、
地
域
の
人
々
も
俘
虜
達

の
進
ん
だ
技
術
や
文
化
を
取

り
入
れ
よ
う
と
、
牧
畜
・
製

菓
・
西
洋
野
菜
栽
培
・
建
築
・

音
楽
・
ス
ポ
ー
ツ
等
の
指
導

を
受
け
ま
し
た
。
そ
し
て
そ

の
坂
東
の
町
で
は
俘
虜
達
を

「
ド
イ
ツ
さ
ん
」
と
呼
び
、
彼

ら
と
の
間
で
は
日
常
的
な
交

歓
風
景
が
当
た
り
前
の
よ
う

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
俘
虜
達
を
、
人
と
し

て
尊
重
す
る
心
と
、
お
接
待 

冬
迄
も
つ
位
の
保
存
が

き
く
と
い
う
謂
わ
れ
で
、「
冬

瓜
」
と
い
う
名
が
つ
い
た
そ

う
で
す
。
味
は
淡
泊
で
、
透 

卒
寿
男
の
た
わ
ご
と 

終
篇 

 

大
内
田
日
出
人 

   

（
１
３
７
号
の
つ
づ
き
） 

さ
て
「
貴
方
の
こ
れ
ま
で

の
人
生
で
、
一
番
楽
し
か
っ

た
の
は
何
時
で
す
か
」
と
問

わ
れ
た
ら
、
終
戦
を
は
さ
ん

で
過
ご
し
た
、
旧
制
高
校
の

三
年
間
で
あ
る
、
と
答
え
る

だ
ろ
う
。
弊
衣
破
帽
、
マ
ン

ト
、
高
下
駄
が
シ
ン
ボ
ル
の

白
線
帽
の
青
春
で
あ
る
。
当

時
九
州
に
は
、
福
岡
高
、
佐

賀
高
、
五
高
、
七
高
の
四
校

が
あ
っ
た
。
私
は
佐
賀
高
校

で
理
科
甲
類
だ
っ
た
。
旧
制

高
校
の
特
徴
は
、
同
窓
生
の

強
い
強
い
結
束
と
、
多
彩
な

人
脈
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
国

立
大
学
に
進
学
し
た
の
で
、 

医
者
、
弁
護
士
、
大
学
教
授
、

銀
行
頭
取
、
大
会
社
の
社
長
、

役
員
、
県
知
事
、
等
々
多
彩

な
仲
間
で
あ
っ
た
。
然
し
今

は
殆
ん
ど
が
故
人
で
あ
る
。 

有
明
海
の
潮
干
狩
り
で
ス

ト
ー
ム
を
や
っ
た
り
、
全
國

寮
歌
祭
で
踊
っ
た
事
等
、
今

で
は
遠
い
思
い
出
。
本
当
に

楽
し
い
三
年
で
あ
っ
た
。
そ

の
同
窓
会
も
世
話
す
る
人
が

な
く
消
滅
し
た
。
卒
寿
男
の

た
わ
ご
と
は
こ
れ
位
に
し
て
、

今
年
作
っ
た
俳
句
を
幾
つ
か

書
い
て
み
た
い
。 



卒
寿
吾
れ 

ま
だ
元
気
だ
と 

初
謡 



師
が
逝
け
り 

約
せ
し
花
見 

果
た
さ
ず
に 



つ
く
つ
く
し 

季
節
（
と
き
）

告
げ
る
如 

高
く
鳴
く 

ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
三
十
分
毎

に
再
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
時
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
展
示

さ
れ
て
い
ま
す
。（
つ
づ
く
） 



夕
焼
け
る 

赤
富
士
や
が

て 

黒
富
士
に 



語
り
部
の 

心
打
つ
秘
話 

 
 
 
 
 
 
 

原
爆
忌 



白
鷺
の 

城
背
景
に 菊

花
展 



キ
ス
ゲ
咲
く 

 
 

尾
瀬
湿
原
に 

か
か
る
虹 

足
が
悪
い
の
で
、
吟
行
に

行
け
ず
、
テ
レ
ビ
の
映
像
詠

み
が
多
い
。 

  

火
事
が
近
づ
い
た
ら
土
戸

を
閉
め
て
丁
寧
に
目
塗
り
を

す
る
の
で
あ
る
。 

落
語
「
火
事
息
子
」
の
父

親
の
営
む
質
屋
の
近
所
が
火

事
に
な
っ
た
と
き
、
息
子
が 

の
心
は
、
こ
の
俘
虜
収
容
所

を
舞
台
と
し
た
映
画
「
バ
ト

ル
の
楽
園
（
二
〇
〇
六
年
）」

の
中
で
、
松
平
健
の
演
ず
る

松
江
所
長
を
主
役
に
感
動
的

に
描
か
れ
て
お
り
ま
し
た
。 

二
階
の
資
料
展
示
室
で

は
、
ド
イ
ツ
兵
が
ど
う
し
て

こ
の
坂
東
に
来
る
こ
と
に
な

っ
た
の
か
な
ど
が
、
収
容
所

の
模
型
や
写
真
で
わ
か
り
や

す
く
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
九
シ
ア
タ
ー
で
は
、
ベ
ー

ト
ー
ベ
ン
の
第
九
交
響
曲
が

一
九
一
八
年
六
月
一
日
、
日 

本
で
初
め
て
こ
こ
坂
東
で
全
曲
演 

奏
さ
れ
、ド
イ
ツ

兵
ヘ
ル
マ
ン
・
ハ

イ
ゼ
ン
指
揮
の

ト
ク
シ
マ
オ
ー

ケ
ス
ト
ラ
に
よ

る
演
奏
の
様
子

が
等
身
大
の
ロ 

き
通
る
よ
う
で
涼
し
げ
で
す
。

水
分
が
多
く
、
低
カ
ロ
リ
ー

で
す
。
皮
を
厚
く
む
い
て
干

し
、
え
び
と
薄
味
で
煮
て
、

と
ろ
み
を
つ
け
て
頂
く
と
夏

バ
テ
の
体
に
し
み
て
来
る
よ

う
で
す
。
温
め
て
も
冷
た
く

て
も
美
味
し
く
頂
け
ま
す
。

お
み
そ
汁
に
入
れ
て
も
美
味

し
い
で
す
よ
。 

       

な
ん
で
も
落
語
講
座 

五 

続
篇 
 
 
 

絹
田
治
夫 

葵は「心と身体のリハビリ」で元気な「笑顔」を作ります 

 

昨
年(

平
成
二
十
一
年)

十
二
月
の
誕
生
日
に
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
葵
で
バ
ー
ス

デ
イ
・
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し

て
さ
や
え
ん
ど
う
の
種
と

小
鉢
を
頂
き
ま
し
た
。 

丁
度
、
寒
い
時
期
で
し

た
の
で
、
今
年
二
月
の
末

頃
に
種
を
二
日
間
水
に
漬

け
て
か
ら
、
鉢
に
埋
め
ま

し
た
。
数
日
後
芽
が
出
た

か
な
と
覗
い
て
み
た
ら
、 

利
用
者
さ
ん
の 

紹
介
コ
ー
ナ
ー 

  

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

自 

画 

像 

 

キ
ッ
チ
ン 

夏
野
菜
な
の
に
冬
瓜 

川
俣
孝
子 

鳴門市のドイツ館 


